公益社団法人和歌山市シルバー人材センター公共施設会員就業基準
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２５年３月２７日制定

令和元年１０月２５日改正
（目的）

第１条　この基準は、公益社団法人和歌山市シルバー人材センター（以下「センター」という。）の基本理念である共働・共助の精神に基づき、より多くの会員に、適正かつ公平に就業機会の場を提供できるよう公共施設（公社・公団を含む。）の受託業務に適用し、公平化を図ることを目的とする。
（就業の基準）

第２条　同一職種、同一就業場所に毎月継続して就業する会員の基準は、次のとおりとする。

（１）会員が就業できる業務は原則として一人一職種とし、複数の兼務就業は制限する。ただし、特別な事情がある場合、一定の期間に限り認めることができるものとすること。

（２）就業期間は、契約期間に基づき１年度以内とすること。ただし、契約更新のある場合は、１年度ごとに更新し、５年を限度として延長することができること。

（３）前号について、特別の技能や知識を必要とする職種及び他に希望する会員がない場合は、この限りではない。ただし、理事長の承認を必要とすること。
（４）１箇月の就業日数は、１０日程度を限度とすること。

（５）１日の就業時間は、原則として４時間を限度とすること。

２　次に掲げる職種に就業することができる会員は、７５歳に達した日以後における最初の３月３１日までとする。
（１）自動車の運転を伴う仕事

３　前項第１号について、他に希望する会員がない場合、また後継者育成の事由等により、理事長が特に認めた場合は、この限りではない。ただし、１年度以内の延長を限度とする。
４　第１項第２号又は前項の規定により就業期間又は年齢制限が到来した会員に対しては、希望職種により就業提供に努めなければならない。

（就業会員の選考）

第３条　センターは、委託者の意向及び会員の希望、経験、能力、体力等を考慮して就業する会員を選考する。

（就業会員の手続き）

第４条　新規に就業する会員には、センターが就業内容確認書（別記様式第１号）を提示し、就業会員が確認の上、交付する。

（就業期限到達通知）

第５条　センターは、第２条第１項第２号又は第２項の規定により就業期限が到達する会員には、事前に就業期限到達通知書（別記様式第２号）を交付する。

（就業の中止）

第６条　センターは、仕事の性格上、体力、技能等の低下又は不適正により就業が困難と判断した会員については、就業の停止又は変更をさせることができる。

２　会員が決められた就業先で何らかの事由により就業できない日が３０日を超えた場合又はやむを得ない事情がないにもかかわらず無断で就業を放棄した場合は、直ちに他の会員に交代するものとする。

（健康診断書の提出）

第７条　センターは、就業上及び就業会員の健康上必要と認めるときは、就業会員の診断書を提出させることができる。

（補則）

第８条　この基準に定めのない事項が生じた場合は、安全・適正就業委員会において協議し、理事会の承認を得るものとする。

附　則（平成２５年３月２７日）
１　この基準は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備などに関する法律第１０６条第１項に定める公益法人の設立の登記の日から施行する。
２　社団法人和歌山市シルバー人材センター会員就業基準（平成１７年基準）は、廃止する。

　　　附　則（令和元年１０月２５日）
　この基準は、令和元年１１月１日から施行する。
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